
 
 
 
 

 
 
 

Q１　この事業は、誰のために、何をするのですか？

Q２　この事業に、私たちの税金がどのように使われていますか？

Q３　この事業が行われることによるメリットは？

Q４　この事業はいつから始まり、また、見直しなどを行いましたか？

「生活保護世帯」と「児童扶養手当受給世帯」の小学４年生～中学３

年生に対し、学習支援（支援員による指導と場の提供）をする事業で

す。 

子どもが将来、生まれた環境に左右されることなく、経済的に自立し

た生活を送ることができるよう、学力向上と自己肯定感の醸成を目的と

しています。

　学習の場を提供する事業者への委託費用や、学習をサポートする支援

員への謝礼金に使われています。

子どもが経済的な理由で高校進学を断念したり、社会的に孤立するこ

とを予防できます。

2017 年度から実施しています。 

　2025 年度から、集合型の開催に加え、開催会場への来場が困難な対象

者に向けてオンライン受講（定員５人）を可能にしました。

事業名：生活困窮世帯の子どもに対する学習支援事業

ワ ン ポ イ ン ト 解 説 

やっさだるマンの
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事業番号２ 2025 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 生活困窮世帯の子どもに対する学習支援事業 事業開始年度 2017年度

上位施策事業名 4-3-3　社会保障制度の適正な運営 担当局・部名 保健福祉部

根拠法令等 生活困窮者自立支援法 担当課･係名 社会福祉課

事務区分    自治事務    法定受託事務 作成責任者 菊田

実施の背景
　経済的な理由で高校進学を断念し、大人になり経済的に困窮する子どもが存在してい
る。世代間にわたる貧困の連鎖を防止し、将来的な生活保護世帯及び生活困窮世帯の増加
を抑える観点から、生活保護世帯、生活困窮世帯の子どもへの学習支援が必要である。

目　的
（何のために）

　生まれた環境に左右されることなく、子どもが将来、経済的に自立した生活を送ること
ができるよう学習支援を行い、学力向上や自己肯定感の醸成を図る。

対象者数（全住民に対する割合）

437 人 0.5 ％

　 直営

　 業務委託 又は　  指定管理（委託先：株式会社トライグループ）

   補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　実施主体：  　　　　　）

   貸付（貸付先：　　　　　　　　）    　その他（　　　　　　　　　　　）

事業内容

　直営で行うサン・シープラザ会場と、民間事業者に委託して行う中央公民館会場の２会
場で学習支援を実施
 【サン・シープラザ会場】 
 　開催日時　毎月第1、第3土曜日　13：30～16：30
 　内　　容　居場所の提供及び学習支援（定員30人程度）                 　　 
   体　　制　学習支援員、大学生ボランティア及び社会福祉課職員で実施
 【中央公民館会場】 
　 開催日時　毎月第2、第4土曜日　13：30～15：30
　 内　　容　個別学習支援（定員10人）
　 体　　制　委託業者が実施

関連事業
（同一目的事業等）

のびのび学習教室（県事業）
  サン・シープラザにて月2回、大学生や教員経験者が個別に学習支援を行っており、対
象は、ひとり親家庭の小学1年生～中学3年生

2025年度(予算) 2024年度(決算見込) 2023年度(決算) 2022年度(決算)

事業費合計 3,214 千円 2,138 千円 1,557 千円 2,352 千円

事業費内訳
（2024年度分）

学習支援員謝金　  　158,688円（6,612円/日×24回×1名）
郵便料(参加案内)     13,974円
業者への委託料    1,964,380円

担当正職員 0.1 人 600 千円 0.4 人 2,400 千円 0.4 人 2,400 千円 0.4 人 2,400 千円

臨時職員等 人 千円 人 千円 人 千円 人 千円

人件費合計 0.1 人 600 千円 0.4 人 2,400 千円 0.4 人 2,400 千円 0.4 人 2,400 千円

総事業費 3,814 千円 4,538 千円 3,957 千円 4,752 千円

1,607 千円 1,069 千円 778 千円 1,176 千円

国県補助金の内容 生活困窮者就労準備支援事業費等補助金　国1/2

地方債 千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

その他の財源の内容

一般財源 1,607 千円 1,069 千円 779 千円 1,176 千円

財源合計 3,814 千円 4,538 千円 3,957 千円 4,752 千円

対　象
（誰・何を対象に）

生活保護世帯及び児童扶養手当受給世帯の小学4年生
～中学3年生

実施方法

事業内容
（手段、手法など）

事
業
費

人
件
費

国県補助金

その他の財源
（使用料、手数料など）

事
業
概
要

コ
ス
ト

財源

内訳
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事業番号２ 2025 年度

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2024年度 2023年度 2022年度

直営会場の開催 回 24/25 23/24 24/24

委託会場の開催 回 22/22 23/24 24/24

単位当たりコスト 総事業費 ／ 開催回数 千円 98 86 99 

成果目標
（指標設定理由等）

　学習支援事業を行うことで、参加する児童・生徒の学力向上につなげ、将来的な生活困
窮状態からの自立を図る。

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 2024年度 2023年度 2022年度

参加した中学3年生の志望校合格率 ％ 100/100 100/100 100/100

事業への参加者数 人 33/35 18/35 18/35

事業の自己評価
(今後の事業の方向性、

課題等)

【評価】
　委託事業を開始した2020年度から2024年度まで、事業に参加した中学3年生は、全員が
志望した高等学校への進学を達成している。また、2024年度においては、定員を超えた参
加者があり、多くの対象者に支援を行うことができた。
  ※事業参加者の学年の内訳
 　［2022年度］
     小学４年生 ５人、小学５年生 ０人、小学６年生 ３人
　   中学１年生 １人、中学２年生 ２人、中学３年生 ７人
　 ［2023年度］
　 　小学４年生 ０人、小学５年生 ３人、小学６年生 １人
　 　中学１年生 ２人、中学２年生 ２人、中学３年生 10人
　 ［2024年度］
　 　小学４年生 １人、小学５年生 １人、小学６年生 ８人
　 　中学１年生 ２人、中学２年生 ５人、中学３年生 16人
【課題】
　対象世帯に対し案内を行うも、対象者の反応は消極的であり、児童・生徒及び保護者の
学習支援事業への参加に対する関心が低い。年度当初の参加者が定員に満たない。
【方向性】
　対象世帯の学習支援事業参加への関心が高まるよう、より効果的な事業周知、参加勧奨
を行い、事業を継続していく。

比較参考値
（他自治体での類似事業の例

など）

【近隣市町実施状況】2023年度 ※三原市を含め、県内14市町が実施
１　尾道市
　(1) 実施方法　委託（集合型：株式会社トライグループ）
  (2) 実施日時　毎週土曜日
　　　　　　　　尾道会場：12:30～14:30、14:30～16:30（2部入替制）
　　　　　　　　因島会場：13:00～15:00、15:00～17:00（2部入替制）　
　(3) 対象世帯　生活保護受給世帯、生活困窮者世帯、
　　　　　　　　就学援助受給世帯（準要保護世帯）、児童扶養手当受給世帯、
　　　　　　　　ひとり親家庭等医療費受給世帯
　(4) 登録者数　尾道会場：59人（定員70人）、因島会場：29人（定員25人）
　(5) 事 業 費　11,990,715円
２　東広島市
　(1) 実施方法　直営（訪問型）、委託（集合型：社会福祉協議会）
　(2) 実施日時　直営：家庭支援員が随時訪問
　　　　　　　　委託：毎週土曜日　9:00～12:00　　
  (3) 対象世帯　生活保護世帯、生活困窮世帯
　(4) 登録者数　直営：61人、委託：43人
　(5) 事 業 費　直営： 6,555,000円（報酬、事務費等）
　　　　　　　　委託：10,673,000円（委託料）

特記事項

【2025年度実施状況】
　直営事業については、居場所及び学習支援の場として実施してきたが、居場所について
は児童館「ラフラフ」が整備され定着し、また学習支援の場としては直営参加者は低調で
あり、委託事業で代替できることから廃止とし、「ラフラフ」及び委託事業への参加を案
内した。
　委託事業について、定員10人の集合型の開催に加え、開催会場への来場が困難な対象者
に向けた、定員5人のオンライン受講を可能とした。
　集合型の開催は毎月第2・4土曜日に実施しているが、オンライン受講者については、平
日でも受講が可能となっている（実施回数は集合型と同様）。

事
業
実
績

活動実績

事
業
成
果 成果

（目標達成状況）
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三原市学習広場 わくわく 三原教室 
学校の勉強でわからないところ、宿題、高校入試に向けた勉強など 

学習支援員と県立広島大学生が優しく教えてくれます！ 
令和６年度 日にち(すべて土曜日) 場所 

４月 13 日、27 日 ５月 18 日 サン・シープラザ 

 第一会議室（３階） 

 

※令和６年 11 月 16 日について

は、「栄養指導室（３階）」で

実施します。 

６月 1 日、15 日、29 日 ７月 ６日、20 日 

８月 ３日、17 日、31 日 ９月 ７日、21 日 

１０月 19 日、26 日 11 月 16 日、30 日 

１2 月 14 日、28 日 １月 25 日 

２月 １日、15 日 3 月 １日、15 日、29 日 

時 間：13 時 30 分から 16 時 30 分まで 好きな時に来て、好きな時に帰ってＯＫ 

対象者：小学校４年生～中学校３年生まで 

持ち物：宿題・勉強道具・高校入学試験対策問題集（中学３年生）など 

※午前 10 時時点で気象警報が１つでも発令されている場合は中止します。 

 

【問い合わせ・連絡先】   

 ■電話  

前日まで 社会福祉課 担当：紙田・菊田 0848-67-6059（平日 午前 9 時～午後５時） 

  当  日  090-1681-7458（午後１時～午後５時） 

 ■メールアドレス fukushi@city.mihara.hiroshima.jp 

-------------------------------------- 提出時は切り離してください--------------------------------- 

三原市学習広場 わくわく 参加申込書 

 上記のとおり、参加を申し込みます。 

 また、参加にあたり必要となる関係機関（者）と個人情報を共有することに同意します。 

  令和  年  月  日 

住所  

保護者氏名                 印 電話番号  

メールアドレス※  

参加児童          （   学校  年） （   学校  年） 

参加開始時期    月   日から 

アレルギー  無  ・  有 （                    ） 

連絡事項等  

※メールアドレスは、開催中止等のお知らせのために使用します。 

参加費は 

無料です！ 
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